
(1) 地方債

(2) 退職給付引当金

(1) 翌年度償還予定地方債

(2) その他

118 億円

27 億 9 千万円

10 億 8 千万円

1億 2千万円

158 億円

377 億 9 千万円

535 億 9 千万円

負債合計

純資産の部（現在までの世代が負担した金額）

純資産合計

負債及び純資産合計

横芝光町「４つの財務書類」を公表します
　行政改革推進法（平成18年6月）の成立を契機に、地方の資産・債務管理の一環として　「新地方公会計制度」の整備が位置づけられました。これにより、地方公共団体は国が示す
「基準モデル」または「総務省方式改訂モデル」を選択し、発生主義・複式簿記の考え方に　基づき財務書類を作成することとなりました。
　町では、資産の実態をより正確に表すことができる「基準モデル」を採用し、平成23年度  決算について財務書類を作成しました。

※「基準モデル」と「総務省方式改訂モデル」
　「基準モデル」は、民間企業会計の考え方と会計実務をもとに、すべての固定資産をリストアップし公正価格（減価償却など）で評価し　ますが、「総務省方式改訂モデル」では固定資産台帳を段階的に整備することが認められています。
※町単独での一般会計と特別会計（国民健康保険、後期高齢者医療、介護保険、農業集落排水事業、東陽食肉センター、病院事業（東陽　 病院）を合わせています。

貸借対照表（バランスシート）
　貸借対照表は、会計年度末時点において、町全体の所有する現金や債権、資産形成のために投資された資金等がどのくら
いあるかを示したもので、資産・負債・純資産の３つの要素から構成されています。

資産の部（これまで積み上げてきた金額）

１　

公
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繰
延
資
産

（1）事業用資産
　　  学校、庁舎、町民会館など

（2）インフラ資産
　　  道路、公園など

資産合計 

203 億 6 千万円

265 億 3 千万円

11 億 1 千万円

36 億 3 千万円

8億 5千万円

10 億 9 千万円

3千万円

535 億 9 千万円

負債の部（将来世代が負担する金額）
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資産とは
　　貸借対照表の項目にあるような施設や道路、基金、現金などです。町民の皆様に提供する行政サービスの基盤
　となるものです。
負債とは
　　資産にあるような施設等の整備のために借りた地方債の返済金や町職員の退職給与引当金（現在の町職員が全
　員退職したと仮定したときに必要な退職金）です。負債が多ければ財政状況が厳しくなります。
　※表内の金額は、表示単位未満を四捨五入しているため、合計と一致しない場合があります。

期首資金残高

期末資金残高

当期収支

1. 経常的収支
　税収、国庫支出金、人件費など

2. 公共資産整備収支

3. 投資・財務的収支

            

（1）投資及び出資金

（2）基金等

（1）資金

（2）未収金

（1）繰延資産

平成 23 年度決算　

2013.１.１ ６


